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小麦　豊作の手応え　収量は平年超、質も安定� 2017年８月８日

　十勝総合振興局による

と、秋まき小麦は７月下

旬に収穫期が始まり、１

日時点で８割余りが作業

を終えた。天候に恵まれ

て収穫作業は順調に進ん

だ。

　日本一の作付面積の音

更町では、ＪＡおとふけ

農産課が「一昨年ほどで

はないが、原料段階で

は、平年で（10アール当

たりの収量が）11俵弱

（１俵60キロ）のところ、

１２俵を超えそう。見た

目は品質も良さそうだ」

と感触を語る。同ＪＡ管

内では、春まきを含めた小麦の作付面積が全体の３分の

１近くを占めており、「生産者も一安心ではないか」と

話す。

　他にもＪＡ本別町は「収量は平年より多い。品質は遅

く種をまいた畑でやや細麦傾向はあるが、全体では平年

並み」とみており、ＪＡ十勝清水町も「平年より良く

　今年産の秋まき小麦の収穫作業がほぼ終わり、農家やＪＡなど農業関係者の多くが豊作の手応えをつかんでい

る。実際の結果は乾燥・調製作業が終わった後だが、収量は平年を上回り、品質面も期待できそうで、大豊作だっ

た一昨年に次ぐ水準との見方もある。前年は天候不順で記録的な不作に見舞われただけに、農家も豊作基調を喜ん

でいる。

て、まずまずの出来」と語る。農業関係者によると、作

柄は地域差よりも、播（は）種時期による個人差の方が

目立つ。

　今年産は、昨秋の台風や長雨で播種作業がずれ込み、

生育が遅れたまま越冬した畑もあった。しかし、雪解け

が早く、４月以降は日照と雨に恵まれて順調に生育。７

月の記録的な高温で、実が入り切る前に成熟が進むと心

配されたが影響は少なかったとみられる。

　十勝農業試験場地域技術グループの菅原彰研究主任は

「昼ほど夜の気温は上がらず小麦の消耗が抑えられた。

栄養状態が良かったことで早く仕上がらず、最後まで粘

りが効いた」と分析する。また主力品種を「きたほな

み」に転換して７年目を迎え、「農家が栽培方法を手の

内に入れてきたこともあるのではないか」と話す。

　十勝管内の主要作物のうち最初に収穫期を迎える小麦

の出来、不出来は、秋の農繁期に向けた農家の生産意欲

や地域の雰囲気も左右すると言われる。昨年は６月中旬

以降の日照不足と収穫期の雨で、収量と品質が大きく低

下。大豊作だった前年に比べ、十勝産小麦の販売量は半

減していた。帯広市上帯広の指導農業士、平山明さん

（60）は「大豊作だった一昨年よりは少し落ちるが、昨

年よりははるかにいい。あとは調製後の製品歩留まりや

成分次第」と期待を寄せている。

昨年の不作から一転、豊作基調

となった今年産の秋まき小麦　
（７月20日、清水町内）

十勝落花生　プロジェクト　６団体連携、日本一目指す� 2017年８月29日

　十勝を落花生の産地とし、加工や販売を含む地域産業振興につなげていこうと、産学金農（産業界、大学、金融

機関、農業）が新たに「ＴＯＫＡＣＨＩ Ｇｒａｎｄ Ｎｕｔｓ」プロジェクトを立ち上げた。十勝での栽培にめどがつ

いたことから、生産の機械化やオイルなど１次加工の技術研究、ＩＣＴ（情報通信技術）インフラの構築などにも

本格着手する。10年後の「落花生生産日本一」を目指す。

　構成団体は帯広畜産大（奥田潔学長）と帯広信用金庫

（高橋常夫理事長）、ＪＡ木野（清都善章組合長）、ＮＴ

Ｔデータ経営研究所（東京、川島祐治社長）、ＮＴＴデ

ータ北海道（札幌、逵本秀久社長）、ニュウテックス・

ラボ（帯広、田中一郎代表）。テーマは「落花生を軸と

した高付加価値農業の実践と地域内バリューチェーン

（価値連鎖）の創出」。

　４年前、帯信金の仲立ちで、帯畜大の秋本正博准教授

（地域環境学研究部門）とＮＴＴデータ経営研が共同研

究を開始。2015、16年の試験栽培で国内主産地の平均以

上の収量が得られることを実証したことから、正式なプ

プロジェクト成功を誓う（右から）清都組合長、川島社長、

秋本准教授、逵本社長、増田会長、田中代表 　　　　　　 




